
京都市基本計画審議会第２回うるおい部会関係・要望資料一覧 

文化関係 

○ 京都市の伝統文化（伝統行事，伝統芸術，伝統工芸，伝統産業）の後継者育成の制度はど

のようなものがあるか 
    伝統文化等後継者育成に係る制度等（１Ｐ） 
 
○ 音楽会などの文化的行事の開催回数，参加人数とそれらの年間推移 
    文化芸術事業の開催回数等について（３Ｐ） 
 
○ コンサートホールをはじめとする文化施設の使用率とその年間推移 
    文化施設の使用率について（４Ｐ） 
 

スポーツ関係 

○ 京都市が管理するスポーツ施設の一覧表 
    京都市が管理するスポーツ施設の一覧表（５Ｐ） 
 
○ 西京極競技場などスポーツ関連施設の稼働率とその年間推移 
    スポーツ施設の稼働率（１１Ｐ） 
 
○ 京都市が主催するスポーツ競技大会はどんなものがあるか 
    京都市が主催するスポーツ競技大会（１２Ｐ） 
 
○ スポーツイベントの開催回数，参加人数とその年間推移 
    スポーツイベントの開催回数，参加人数とその年間推移（１３Ｐ） 
 
○ スポーツ表彰制度はどのようなものがあるか 
    京都市のスポーツ表彰制度（１５Ｐ） 
 
○ 一人当たりの公園面積とその年間推移 
    市民一人当たりの公園面積の推移（１７Ｐ） 
 

その他 

○ コミュニティ回収拠点の数（総数，行政区別）とその年間推移 
    コミュニティ回収行政区別登録団体数の推移（１８Ｐ） 
 
○ 第１期 100 人委員会の中の「ハッピー子育て塾」の進ちょく状況を知りたい 
    京都市未来まちづくり 100 人委員会「ハッピー子育て塾」の進ちょく状況について（１９Ｐ）  
 
○ 単独世帯のうち大学生の割合 
    京都市の単独世帯のうち通学者の割合（２８Ｐ） 



伝統文化等後継者育成に係る制度等 

＜文化・芸術＞ 

名称 目的 内容 
京都市芸術文化特別奨

励制度 

・新たな芸術文化の創造を促進し，

京都の芸術文化の振興を図るこ

と 

これから大きく羽ばたこうとする若い芸術家

の方々などを奨励するため，将来に向けて積

極的な芸術文化活動を行うための奨励金を交

付（1個人又は 1 グループにつき，300 万円）

京都市助成金等内定者

資金融資制度 

・芸術家等の資金需要にこたえ，

芸術家等の育成と活動の支援を

行うこと 

国や民間助成団体等から助成金等の交付が内

定している芸術家，その他芸術に関する活動

を行う者に対し，資金が交付されるまでの一

定の間，融資する。 

子ども舞台芸術鑑賞支

援事業 

「子ども感動応援ス

テージ」 

・優待料金で舞台芸術を鑑賞して

もらうことにより，文化芸術を

より自主的，積極的に楽しもう

という子どもたちの意欲を引き

出すこと 

・親子で鑑賞することによって，

感動を共に分かちあい，コミュ

ニケーションを活性化し，こう

した素晴らしい文化芸術との出

会いの体験を子どもの心に深く

刻むこと 

中学生を対象に，劇団四季の協力を得て，こ

れまでに「赤毛のアン」「夢から醒めた夢」「美

女と野獣」を対象公演として実施 

ようこそアーティスト 

文化芸術とくべつ授

業 

・子どもたちが優れた文化芸術の

「ほんもの」の魅力に触れ，文

化芸術をより身近に感じ，心か

ら楽しめる豊かな感性や人間性

を育むこと 

伝統文化から現代美術まで幅広い分野の芸術

家を小学校や保育園等に派遣する。 

京都芸術センター事業 

トラディショナル・ 

シアター・トレーニング 

・普段，学ぶ機会の少ない日本の

伝統芸能を体験する機会を提供

すること 

講義形式で伝統芸能について広く学ぶワーク

ショップ，体験を通して伝統芸能の奥深さや

その手法を学ぶトレーニング，そしてその成

果を披露する発表会の三つのパートから成

る。 
京都芸術センター事業 

継ぐこと・伝えること 

・普段触れる機会の少ない伝統芸

能を，様々な角度から取り上げ，

その魅力を伝え，継承すること 

様々な伝統芸能（活動弁士や宝塚歌劇，長唄

等）を取り上げ，様々な角度から，その魅力

を紹介する。 
（財）京都市芸術文化協

会共催事業 

夏休み芸術体験教室 

・夏休み期間中に小中学生や高校

生が芸術（日本の伝統音楽，伝

統芸能，文化等）に触れる機会

を作ること 

邦楽，能楽，俳句，短歌等について学び，実

際に作品を発表する。 

（財）京都市芸術文化協

会共催事業 

冬休み子ども邦舞体

験教室 

・子どもたちが邦舞の初歩を体験

することにより，日本の代表的

な伝統芸能である邦舞に関心を

持ち，その良さを学ぶこと 

邦舞について学び，市民邦舞会で披露する。 
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＜産業＞ 

名称 
京都市伝統産業技術後継者育成制度 
（昭和 42 年度から平成 14 年度までは，京都市伝統産業技術後継者育英制度として実施。

平成 15 年度から支給対象を拡大し，名称を京都市伝統産業技術後継者育成制度に変更）

目的 
伝統産業の若手技術者に技術研鑽の資金として，育成資金を支給し，後継者の育成を図

る。 

内

容 

支給金額 
40 万円（2 箇年において分割支給） 

受給条件 

・年齢 44 歳以下 
・従事期間 2 年以上 10 年以下 
・基本給月額 18 万円以下 
・従業員数 20 人以下 

実績 
平成 21 年度に 15 名の若手後継者に育成資金を支給し，累計で 1,177 名（うち育英制度

1,075 名）となった。 

その他 
育英資金及び育成資金の受給者らで「京の伝統産業わかば会」を組織し，作品展や研修

会，見学会等の事業を実施し，育成資金支給後についても技術の継承，発展に努めている。
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文化芸術事業の開催回数等について 

 

事業名 
18 年度 19 年度 20 年度 

事業本数 参加者数 事業本数 参加者数 事業本数 参加者数

京都創生座 

京都創生座 － － 2 1,253 1 553 

伝統芸能ことはじめ － － － － 3 264 

関連事業 － － 1 402 2 553 

京都文化祭典 

オープニングイベント 1 600 － － 1 900 

市民ふれあいステージ 1 12,000 1 36,000 1 38,000 

古都の宴 9 2,354 5 1,389 5 911 

円山コンサート 2 3,110 2 3,161 2 2,910 

平安神宮幻夜コンサート

など 
8 10,432 － － － －

京都の秋 音楽祭 22 21,718 14 13,238 14 13,182 

京都映画祭 1 11,710 - - 1 11,102 

京都薪能 1 4,818 1 6,285 1 5,481 

市民狂言会 4 1,354 4 1,821 4 1,390 

源氏物語千年紀事業 － － － － 1 778 

京都市交響楽団公演等 113 133,491 81 97,926 88 96,467 

京都芸術 

センター事業 

主催事業（明倫茶会， 

市民寄席，展覧会等） 
187 28,540 147 27,533 120 24,188 

共催事業 58 27,438 67 26,136 84 23,912 

合計 407 257,565 325 215,144 328 220,591 
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文化施設の使用率について 

         （単位：％）

施設名 
11 

年度 
12 

年度 
13 

年度 
14 

年度 
15 
年度

16 
年度

17 
年度

18 
年度

19 
年度

20 
年度

京都コンサートホール 

大ホール 

51 55 52 50 50 53 61 52 55 53

京都コンサートホール 

小ホール 

50 50 44 43 43 46 47 45 47 46

京都会館 第 1ホール 79 79 78 74 70 71 71 71 75 65

京都会館 第 2ホール 70 72 72 70 71 70 71 69 64 64

アバンティホール 70 67 76 64 74 71 71 72 69 73

北文化会館 73 76 78 65 70 67 77 77 75 72

東部文化会館 47 44 48 51 58 53 51 51 59 55

右京ふれあい文化会館 - - 57 45 52 53 59 60 60 59

西文化会館ウエスティ 42 44 42 43 44 49 55 72 54 52

呉竹文化センター 57 62 58 58 56 54 62 59 63 56

京都芸術センター 制

作室 
- 100 86 91 91 94 94 94 96 93
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＜スポーツ＞

１　京都市が管理するスポーツ施設の一覧表

京都市が管理するスポーツ施設の一覧表
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11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

陸上競技場 19 32 27 25 23 27 28 25 27 30

補助競技場 34 45 40 43 37 46 37 45 39 38

野球場 43 56 50 46 51 46 38 54 54 56

体育館 33 34 33 30 31 46 35 32 32 36

野球場 48 53 54 55 56 71 51 50 57 63

野球場兼運動場 32 31 32 30 29 45 29 30 27 28

球技場 11 15 28 30 25 28 32 48 50 64

テニスコート 93 94 96 95 97 98 95 94 88 91

京都市体育館 73 69 63 59 62 66 66 65 68 69

本館 70 69 67 68 68 67 71 66 66 69

補助競技場 65 69 69 73 73 71 79 71 65 67

旧武徳殿 53 51 58 62 58 63 77 73 63 73

弓道場 36 37 40 37 37 40 37 35 29 37

相撲場 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2

軟式野球場兼運動場 62 61 63 64 66 65 69 73 67 71

テニスコート 77 80 87 87 96 95 94 93 90 93

一乗寺公園 軟式野球場 52 52 47 46 45 49 58 62 57 65

岩倉東公園 軟式野球場兼運動場 － － － － 39 50 55 51 53 60

朱雀公園 軟式野球場兼運動場 58 57 32 49 39 33 40 44 45 43

東野公園 少年野球ソフトボール場 21 23 24 22 20 19 18 22 29 30

軟式野球場兼運動場 33 31 30 31 30 31 36 43 34 30

テニスコート 38 41 47 45 51 59 63 56 54 52

殿田公園 軟式野球場 52 49 47 46 46 45 51 50 40 40

軟式野球場 50 50 46 50 48 50 51 55 50 51

球技場 81 77 78 79 78 75 73 77 68 69

上鳥羽公園 少年野球ソフトボール場 18 18 18 19 18 22 20 22 25 25

球技場（第１球技場） 24 29 28 28 29 25 28 33 30 29

少年サッカー場（第２球技場） 10 13 17 20 19 14 17 22 16 19

フットサル場（第３球技場） 5 5 7 9 10 5 6 12 9 11

ソフトボール兼運動場 7 8 10 13 14 22 15 25 20 21

テニスコート 8 11 18 19 21 19 21 25 17 20

西院公園 テニスコート(全天候） 63 63 80 81 87 64 82 86 76 80

牛ケ瀬公園 少年野球ソフトボール場 20 19 19 20 27 20 16 18 27 31

野球場兼運動場 33 30 33 31 30 32 30 32 34 35

テニスコート 57 60 59 61 64 66 67 69 62 61

軟式野球場 37 36 38 37 36 37 38 41 38 37

テニスコート 34 36 40 42 52 54 56 53 49 59

下鳥羽公園 球技場 50 40 41 42 47 31 68 91 87 90

伏見公園 軟式野球場 25 21 22 23 22 23 26 27 31 36

野球場 ― ― ― ― ― ― ― ― 48 48

多目的グランド ― ― ― ― ― ― ― ― 44 43

80 79 77

91 91 88 88 93

90 90 90 89 91

84 83 81 79 83

83 87 89 88 90

89 87 88 89 92

― ― ― ― 85

西京極総合運動公園

横大路運動公園

宝が池公園運動施設

武道センター

岡崎公園

スポーツ施設の稼働率（時間）
（単位：％）　

市民スポーツ会館

伏見北堀公園地域体育館

桂川地域体育館

醍醐地域体育館

三栖公園

施　　　　設　　　　名

 桂川緑地久我橋東詰公園

桃山城運動公園

山科地域体育館

小畑川中央公園

吉祥院公園

勧修寺公園

東山地域体育館

右京地域体育館
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京都市が主催するスポーツ競技大会 
 
平成２０年度  

 
① 第１６回京都シティハーフマラソン 

国内外で活躍する競技ランナー及び市民ランナーの参加を募り，競技スポ

ーツ・市民スポーツの振興を図るとともに，京都を国内外へ発信することを

目的とする。 
 
② 第１６回全京都大学野球トーナメント大会 

各リーグに分かれている京都の大学硬式野球部が一堂に会する大会を開催

し，京都の学生野球の魅力を強くＰＲすることで，京都の学生野球の発展に

寄与する。 
 
③ 京都市民総合体育大会 

広く市民がスポーツに参加できる機会を設けることを目的として，(財)京
都市体育協会加盟の各競技団体が主管となり実施される各競技大会。 

 
④ 京都府民総合体育大会 

広く市民がスポーツに参加できる機会を設けることを目的として，京都府

民総合体育大会に京都市選手団を派遣する。 
 
⑤ 第２０回市民スポーツフェスティバル 

地域密着のスポーツ活動をする体育振興会と協力し，市民スポーツ活動の

集大成として，全市から多くの市民の参加を募り，ソフトボール，バレーボ

ール，陸上やニュースポーツの種目からなる大会を実施する。 
 
⑥ 女子バレーボール チャンピオン大会 

市民スポーツとして最も定着しているバレーボールをより一層地域で活性

化させるとともに，若年層の掘り起しを図るために開催する，市のナンバー

ワンを決定する大会。 
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スポーツイベントの開催回数，参加人数とその年間推移 

 

○ 市民スポーツ振興室 後援共催事業の件数の推移 

 
○ プロスポーツイベント（京都サンガＦ．Ｃ．試合）の入場者数 

 
年度 入場者数 
１１年度 １３２，８８７人

１２年度 １０８，７９７人

１３年度（Ｊ２） ８３，７７７人

１４年度 １５５，２７６人

１５年度 １６２，７５１人

１６年度（Ｊ２） １７１，７６４人

１７年度（Ｊ２） １７２，８４６人

１８年度 １６６，２８０人

１９年度（Ｊ２） １５９，１０５人

２０年度 ２３２，６７１人

２１年度 １８９，１４９人

 
 

○ アマチュアスポーツイベントの参加者数 

 
・ 市民スポーツフェスティバル（メインフェスティバル）の参加者数 

年度 参加者数 

１３年度 ５，１５１人

１４年度 ５，１６１人

１５年度 ５，３５６人

１６年度 ５，１１６人

１７年度   ５，３２４人

１８年度   ５，３４１人

１９年度   ５，３０６人

２０年度 ５，８８８人

２１年度 ５，８７７人

年度 １１

年度 

１２ 

年度 

１３ 

年度 

１４ 

年度 

１５ 

年度 

１６

年度

１７

年度

１８

年度

１９

年度

２０

年度

件数 157

件 

150 

件 

146 

件 

148 

件 

140 

件 

135

件 

145 

件 

137 

件 

132 

件 

150 

件 
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 ・京都シティハーフマラソンの参加者数 

 
大会数（年度） 参加者数 

第７回 

(平成１１年度) 
６，２４３人

第８回 

(平成１２年度) 
６，４６４人

第９回 

(平成１３年度) 
６，５４１人

第１０回 

(平成１４年度) 
９，３８２人

第１１回 

(平成１５年度) 
７，１７６人

第１２回 

(平成１６年度) 
７，２１５人

第１３回 

(平成１７年度) 
７，２７５人

第１４回 

(平成１８年度) 
７，２４３人

第１５回 

(平成１９年度) 
７，４７５人

第１６回 

(平成２０年度) 
８，７３０人
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京都市のスポーツ表彰制度 

目的 
スポーツの分野において，スポーツに対する市民の関心を高め，競技力の向上及び市民ス

ポーツの振興などに顕著な成績があった市民又は本市に縁故の深い方等に，その栄誉を称え

るために表彰 
 
１ 京都市スポーツ栄誉賞 

オリンピックや世界選手権等，世界のトップを競う大会で入賞する等の活躍をされた方

に贈るもの 
 
２ 京都市スポーツ賞 
（１）スポーツ大賞 

国内外の著名な大会において優秀な成績を収めた方に贈るもの 
 

（２）スポーツ特別大賞 
国内外の著名な大会において２年以上連続して優秀な成績を収めた方及びこれに準

じた成果を挙げた方に贈るもの 
 

（３）京都市プロスポーツ特別賞 
プロスポーツの分野における国内外での活躍を通じてスポーツに対する市民の関心

を高めることに特に顕著な業績のあった方に贈るもの 
 
（４）スポーツ特別賞 

   スポーツに対する市民の関心を高め，なおかつ，後に続く競技者に大いなる夢と希望

と勇気を与えたと認められる方に贈る。 
 
 
 
 
【参考】京都スポーツの殿堂（平成２２年度開始予定） 

    子どもたちや市民の目標や憧れの的となる競技スポーツ分野における京都ゆかり

のトップアスリート等を顕彰するとともに，「殿堂入り」した方々の力をスポーツの

振興をはじめとする京都の発展に活かす（参考：別紙新聞記事）。 

 

（１）殿堂ホール（予定場所：市民スポーツ会館（西京極）） 

    ユニホームやサインボールなどの記念品を展示 

 

（２）伝道事業 

殿堂入り受賞者による子ども達や市民向けの講演会及びスポーツ教室 

 

15



16



（㎡/人） （人）

　　　　　区　分
年　度

市営公園 市営＋府営
市営

＋府営＋国営
人　　口

11 2.66 3.08 3.53 1,453,905

12 3.61 4.03 4.48 1,462,372

13 3.62 4.04 4.49 1,462,487

14 3.65 4.08 4.51 1,462,083

15 3.67 4.10 4.53 1,461,971

16 3.67 4.12 4.55 1,466,418

17 3.68 4.13 4.56 1,470,640

18 3.75 4.20 4.63 1,470,381

19 3.78 4.23 4.66 1,467,211

20 3.80 4.25 4.68 1,464,018

22 - 6.00 （基本計画最終年次　目標値）

37 10 -
（データ：建設局緑地管理課） 人口は，各年度とも４月１日現在

面積は，小数点第３位以下四捨五入

（緑の基本計画　目標値）

市民１人当たり公園面積の推移（京都市内）
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3.00 
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8.00 

9.00 
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11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 22 37

㎡

年度

市営公園 市営＋府営 市営

＋府営＋国営

緑の基本計画

目標値（平成37年）

京都市基本計画

目標値（平成22年）
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コミュニティ回収 行政区別登録団体数の推移 

 

○ コミュニティ回収制度 

 多様なごみ分別，リサイクル機会の拡大を図るため，町内会等の地域団体が，ごみの発生抑

制や資源回収の意義をお互いに意識し合い，古紙や缶・びんなどの資源を自主的，継続的に

回収してリサイクルできるような新しいかたちの集団回収である「コミュニティ回収制度」を平成

16 年 9 月に創設した。平成 18 年度からは「家庭ごみ収集における有料指定袋制」の導入に伴

い，市民サービスの向上を図るとともに，市民のリサイクル活動のより一層の支援を図るため，

定額制による助成金制度を導入している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ回収　行政区別登録団体数
（平成21年10月末現在）

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800

21

20

19

18

17

16

年
度

登録団体数

北区 上京区 左京区 中京区 東山区 山科区 下京区 南区

右京区 西京区 伏見区

（参考）       

コミュニティ回収 行政区別登録団体数（平成 21 年 10 月末現在） 
  16 17 18 19 20 21 

北区 1 2 29 80 97 108

上京区 2 34 84 148 161 192

左京区 9 12 82 132 180 203

中京区 1 24 71 156 179 192

東山区 1 3 28 100 116 124

山科区 1 1 19 63 92 112

下京区 0 2 32 77 92 100

南区 10 12 41 71 76 80

右京区 0 13 57 115 146 188

西京区 0 0 20 47 59 81

伏見区 1 2 72 275 301 335

全市計 26 105 535 1264 1499 1715
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京都市未来まちづくり１００人委員会 
「ハッピー子育て塾」の進ちょく状況について 

 
１ 「ハッピー子育て塾」の概要 

・ 京都市未来まちづくり１００人委員会（※）における１３の議題チーム

の一つ「まちづくりは人づくりから」で検討されている提案 
・ 親子で楽しい体験・経験ができる場，子育ての楽しさを見つける場，親

子・家族・地域で子育ての喜びを共有できる場として設立することを目指

している 
  資料：第１期１００人委員会成果報告会「まちづくりは人づくりから」 

 
２ 進ちょく状況（平成２１年１２月現在） 
○ 「ハッピー子育て塾」の実現に向けて実施している調査 

・ 事業実施のための場所探し 
・ 助成金活用の可能性について 
・ 京都市児童家庭課，保育課などの事業との連携について 

○ 今後のスケジュール 
「ハッピー子育て塾」の設立を２２年度中に予定しており，それまでにス

タッフの育成なども含めて準備を進めていく。その他の予定 は次のとおり。 
２１年１２月～ 同様の事業を行っている施設の視察  
２２年 １月～ 京都市との連携を模索 
２２年 ４月～ 事業プランの確定 

 
※ 京都市未来まちづくり１００人委員会とは～傍聴席有。御自由にお越し下さい～ 

毎月第４土曜日 13:00～17:00 開催（ただし，12 月，3 月は第 3 土曜日開催） 
※ 詳細は 100 人委員会事務局 HP を御確認下さい http://kyoto-machiza.jp/ 

＜概要＞ 
未来のまちづくりについて，市民が主体的に議論，運営，提言，行動する「市民組織」

として，平成２０年９月に設立。平成２１年９月に第１期の活動成果を報告書として取

りまとめた。現在，第１期の議論に基づき，具体的な実践・行動に重きをおいた第２期

の委員会の活動を開始している。 
＜特徴＞ 

・ 市民自らがテーマを設定し，白紙の段階から議論する「市民主体の議論」！ 
・ 提言するだけでなく，自ら実践する「行動する委員会」！ 
・ 行動，実践を更に議論に反映させる「進化する委員会」！ 
・ 公募・プロポーザルで選ばれた NPO 等の市民活動団体による「市民主導の運営」！
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総数 家事 通学 その他
総数 1,257,264 733,559 449,347 199,757 100,552 149,038
  2人以上の一般世帯 1,001,206 609,437 364,822 181559 68,021 115242
  1人の一般世帯（単独世帯） 256,058 124122 84,525 18198 32,531 33796

１人の一般世帯 総数
（単独世帯）（人） （※１） 総数 家事 通学 その他

15～19歳 15,002 4151 8,483 111 8,223 149
20～24歳 55,817 23846 21,143 282 20,425 436

合計 70,819 27,997 29,626 393 28,648 585
※１　総数には労働力状態不詳を含む

※１　総数には労働力状態不詳を含む

労働力人口
非労働力人口

　大学生のデータがないため，15歳以上の通学者（※）の割合を以下に示す（平成17年
国勢調査から）
※通学者
　非労働力人口のうち，調査週間中，学校に通っていた者。この場合の学校には，小学校，中学校，高等
学校，高等専門学校，短期大学，大学，大学院のほか，予備校，洋裁学校などの各種学校，専修学校が含
まれる。また，学校の在学者であっても，調査週間中の労働力状態によって「労働力」に含まれる者は，
ここにいう「通学者」とはならない。

京都市の単独世帯のうち通学者の割合

京都市の15歳以上一
般世帯人員（人）

総数
（※１）

労働力人口
非労働力人口

2人以上の

一般世帯

80%

1人の一般

世帯（単独

世帯）
20%

労働力

人口

59%

家事

9%

通学

16%

その他

16%

労働力人口

48%

家事

1%

通学

50%

その他

1%

非労働力人口 41%

京都市の15歳以上一般世帯人員

単独世帯の労働力状態

15～24歳の単独世帯の労働力状態

非労働力人口 52%
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